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分析 2 : I皮合平面およびこれに関連した顎顔面形態と顎口腔機能との関連性
分析 1 の結果より，校合平面傾斜角，下顎下縁平面傾斜角，口蓋平面傾斜角およびカンペノレ平面傾斜角
を，唆合平面および乙れに関連した顎顔面形態として，顎口腔機能lζ関する計測項目との関連性を検討し
たと乙ろ，以下の結論を得た。
1. 校合平面傾斜角と哩日爵運動時の側頭筋前部の筋活動持続時間，タッピング運動時の側頭筋前部および、
後部の筋活動持続時間との間に有意な正の相関が認められ，校合平面は側頭筋の筋活動持続時間と密接
な関連性を有することが明らかとなった。また，校合平面傾斜角と形態的に関連'性の高かった下顎下縁
平面傾斜角および、カンペル平面傾斜角とタッピング運動時の側頭筋前部および後部の筋活動持続時間と
の聞にも有意な正の相関が認められ，校合平面との形態的な結び、つきが側頭筋の筋活動持続時聞に反映
される乙とが明らかとなった。
2. カンペル平面傾斜角と哩H爵運動時の側頭筋前部の単位時間当りの積分値との聞に有意な負の相関が認
められ，校合平面傾斜角についても同様の傾向が認められた乙とから，校合平面は上顔面部との形態的
な結びつきを介して側頭筋前部の単位時間あたりの積分値と間接的に関連性を有する乙とが明らかとな
っ fこ。
3. 校合平面傾斜角と，矢状面阻日爵経路角との聞に有意な高い相関が認められ，唆合平面が矢状面哩鳴運
動経路と関連している乙とが明らかとなった。また，校合平面傾斜角と形態的lζ関連性の高かった下顎
下縁平面傾斜角および、カンペル平面傾斜角においても同様の有意な相関が認められ，校合平面との形態
的な結び、つきが矢状面喧E爵運動経路に反映される乙とが明らかとなった。
本研究結果は，唆合平面が顎口腔系における形態と機能との関連性に重要な役割を果す乙とを示すもの
であり，校合平面の診査，診断あるいは設定に関して重要な手掛かりを与えるものと考えられる。
論文審査の結果の要旨
本研究は，校合平面の形態的，機能的な重要性を明らかlとする目的で，唆合平面と関連性の高い顎顔面
形態の計測項目を見い出し，校合平面および、乙れに関連した顎顔面形態と顎口腔機能との関連J性について
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検討する乙とにより，校合平面と顎顔面形態との結び、つきが，顎口腔機能にどの様に反映されているかを
明らかにしようとしたものである。
その結果，校合平面は下顎下縁平面，口蓋平面，カンペlレ平面と特に関連'性が高く，この形態的な因子
が，岨日爵運動時およびタッピング運動時の側頭筋の筋活動，および哩日爵運動時の閉口経路の矢状面傾斜角
に反映される乙とが明らかにされた。
乙の業績は，顎口腔系における校合平面の形態的，機能的重要性を示すものであり，校合平面の診査，
診断あるいは設定に関して，極めて重要な指針を与えたものであり，歯学博士の学位請求に十分値するも
のと認める。
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